
柔  道  

 
１ 開催期日    令和５年７月２２日（土）・２３日（日） 
 
２ 開催場所    嬉野市社会文化会館（リバティ） 
 
３ 実施要項 
 (1) 日  程   総合開会式 
              ２２日（土）  ・・・ ９：４０～ １０分前集合完了 

１日目 ２２日（土） ・・・ ８：００～      開場 
８：１５～ ９：１５ 体重測定 

                                          １０：４０～       競技開始 
 
                    ２日目 ２３日（日） ・・・ ８：００～      開場 

８：１５～ ９：１５ 体重測定 
                         ９：１５～ ９：２５ 監督会議 
                       ９：３０～      開始式 
                                              ９：４５～      競技開始 
 (2) 参加資格  
    ①団体戦 
   ア 佐賀県中学校総合体育大会開催基準に準ずる。 
   イ 参加資格の特例を認める。（開催基準７（10）地域クラブ活動）    

ウ 男女とも団体戦おいて中学校は当該中学校長の推薦により参加できる。地域クラブ活動   
は当該チームの代表者の推薦により参加できる。 

    ②個人戦   
    中学校は当該中学校長の推薦により参加できる。地域クラブ活動は当該チーム 
    の代表者の推薦により参加できる。参加人数は各階級男女ともにフリーとする。  

                   
 (3) 引率・監督 
  ①中学校の引率・監督は、当該学校の校長・教員・部活動指導員とする。地域クラブ活動の 
   引率・監督は、当該チームの代表者・指導者とする。 
  ②選手、監督、コーチ以外は、試合会場に入ることができない。 
      （外部コーチについては、佐賀県中体連外部コーチに登録している者に限る。） 
   地域クラブ活動の選手、監督、コーチは 4 月 21 日までに佐賀県中体連に申請されたものに

限る。 
        監督、コーチの服装は、審判の服装（カッターシャツとスラックス）に準じること。 
 
 (4) 参加制限 

① 団体戦 
 ア 男子のチーム編成は、監督１名・コーチ１名・選手５名・補欠２名以内とする。 
 イ 女子のチーム編成は、監督１名・コーチ１名・選手３名・補欠１名以内とする。 

        (ただし、男子３名以上、女子２名での出場を認める。) 
 ウ 選手の編成は、男女とも体重の重い者を大将とし、以下順次体重順に編成すること。 

（選手が不足した場合も同じ。） 
  ② 個人戦 

   男子８階級、女子８階級とする。 
  ・男子…50kg 級、55kg 級、60kg 級、66kg 級、73kg 級、81kg 級、90kg 級、90kg 超級 
  ・女子…40kg 級、44kg 級、48kg 級、52kg 級、57kg 級、63kg 級、70kg 級、70kg 超級 

 
 (5) 競技規則  
  ①国際柔道連盟試合審判規定（2022 年 4 月 1 日施行の新ルール）及び「少年大会特別規定」

「佐賀県中体連柔道競技申し合わせ事項」による。 
   ※2022 年度より絞技は禁止とする。 
  ②勝敗の判定基準は次のとおりとする。 
   ⅰ)  団体戦においては,「一本」「技有」または「僅差（指導の差２以上）」とする。トーナ

メントにおいて、内容が同等の場合は任意の代表戦を行う。 
   ⅱ） 個人戦においては,試合時間３分間で「一本」「技有」もしくは「僅差（指導の差２以

上）とする。なお、両者に技のポイントが無い場合は、正規の３分間で受けた指導を引き



継ぎ、延長戦(ゴールデンスコア)で勝敗を決する。 
  ③試合時間は、団体戦・個人戦とも３分間とする。 
  ④補欠選手との入れ替えおよび相手に危害を加えるような柔道精神に反する行為で一度退場    

した選手は一連の試合において再び出場できない。 
  ⑤団体戦の欠員補充については、補欠選手がいる場合は補欠をもってあてるが、体重順に編 

成を行うこと。補欠選手がいない場合は、大将の位置から体重順につめて再度編成を行うも
のとする。 

 
 (6) 計量・柔道衣点検 

①計量 
      ⅰ) 指定された時間内に計量を行わない場合は失格となる。 
   ⅱ）１日目に個人戦（２日目）の公式計量もでき、合格すれば翌日計量の必要はない。 

ただし、その場合は必ず監督もしくは所属学校の教員が引率し、受付をした後に実施する
こと。 

   ⅲ）計量時の服装は, 男子は下穿き, 女子はＴシャツと下穿きの着用を認める。 
     なお，下着やサポーター着用は認めるが，金具入りサポーター等の着用は一切認めない。 
      ア 団体戦  
            ・ 指定時間内にチームごとに登録選手全員が測定を行うこと。 
      ・ 公式計量には監督が立ち会うこと。 
      ・ 順番の入れ替え等があった場合は通知する。 
      イ 個人戦  
            ・  指定時間内に定められた階級の体重区分内にない者は失格とする。 
              ※別室計量が必要なものはあらかじめ申し出ること。 
    ②柔道衣点検 
      ⅰ）公式計量の前に柔道衣コントロール（服装検査）を行う。 
   ⅱ）（公財） 全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣・下穿き・帯）を着用する

こと。（新規格の赤色のマーキングのもの） 
   ⅲ）柔道衣にゼッケン（チーム名・名字入り）を縫い付けて出場すること。 
     ア 布地は白（晒, 太綾） 
     イ サイズは横 30～35cm,縦 25～30cm  
     ウ 名字（姓）は上側 2/3，チーム名は 下側 1/3。 
         エ 書体は太字ゴシック体とする。（明朝または楷書でもよい） 
      ・文字の色は、男子は黒色, 女子は濃い赤色とする。 
     オ 縫い付け場所は襟から 5cm～10 ㎝下部の位置で, 周囲と対角線を強い糸で縫い 
     付ける。（対角線は、ゼッケンの縁まできちんと縫い付けること） 
           ・サイズは横 30～35 ㎝，縦 25～30 ㎝とする。（下図参照） 
      ・縫いつけ場所は襟から５～10 ㎝下部の位置。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ⅳ）女子は上衣の下に白色または白に近い色の半袖で無地のＴシャツまたは半袖のレオタ      

ードを着用すること。なお、Ｔシャツのマーキングについては、全日本柔道連盟が定      
める規定（平成２５年４月１日より施行）に準ずる。 

      ⅴ）柔道衣コントロールの際は，試合時に着けるサポーター等を着用して受けること。 
   ⅵ）胸マーキング等について，所属チーム名のみとする。 

ⅶ）柔道衣は白色とし、女子の黒帯は黒のみとする。 
 (7) 競技方法 



    ①  団体戦 
      ア 男女…予選リーグ・決勝トーナメント・決勝リーグを行う。 
      イ チーム間の勝敗は次のとおりとする。 

① 勝者数の多い学校を勝ちとする。 
② ①で同等の場合は、「一本」もしくは、それと同等の勝ちによる勝者数の多い学校

を勝ちとする。 
③ ②で同等の場合は、「技有」による勝者数の多い学校を勝ちとする。 
④ ③で同等の場合は、「僅差」による勝者数の多い学校を勝ちとする。 
⑤ ④で同等の場合は、リーグ戦では「引き分け」とする。トーナメント戦では、任意

の代表選を行い、勝敗を決する。 
   ウ リーグ戦の順位は次のとおりとする。 

①  ３勝、２勝１分、２勝１敗、１勝２分、１勝１敗１分、１勝２敗、３分、２
分１敗、１分２敗、３敗の順とする。  

②  ①で同等の場合は、リーグ戦を通じて勝者数の多い学校を上位とする。  
③  ②で同等の場合は、リーグ戦を通じて「一本」もしくはそれと同等の勝ちに

よる勝者数の多い学校を上位とする。  
④  ③で同等の場合は、リーグ戦を通じて「技有」による勝者数の多い学校を上

位とする。  
⑤  ④で同等の場合は、リーグ戦を通じて「僅差」による勝者数の多い学校を上

位とする。  
⑥  ⑤で同等の場合は、リーグ戦を通じて敗者数の少ない学校を上位とする。  
⑦  ⑥で同等の場合は、リーグ戦を通じて「一本」もしくはそれと同等の勝ちに

よる敗者数の少ない学校を上位とする。  
⑧  ⑦で同等の場合は、リーグ戦を通じて「技有」による敗者数の少ない学校を

上位とする。  
⑨  ⑧で同等の場合は、リーグ戦を通じて「僅差」による敗者数の少ない学校を

上位とする。  
⑩  ⑨で同等の場合は、代表者（１名）により順位決定戦を行う。  

      エ 男女団体とも、上位２チームは九州大会出場の義務を負う。 
    ② 個人戦 

男女とも各階級の申し込み人数に応じて、リーグ戦およびトーナメント戦を行い、順位 
を決定する。男女個人とも、上位２名は九州大会出場の義務を負う。 

 
 (8) 表  彰 
    ① 団体（男・女） 優勝チームに賞状および優勝旗、第２位、第３位に賞状を授与する。 
    ② 個人（男・女） 各階級第１位、第２位、第３位に賞状を授与する。 
                         
 (9) その他 
    ①申し合わせ事項および特に留意すべき「少年大会申し合わせ事項」について 
   ・役員、選手、監督、コーチ以外は、試合会場に入ることができない。 
       （外部コーチは、中体連外部コーチに登録し、コーチ証を携行している者に限る。） 
   ・大会運営に支障を来したり、言動等で教育的指導の域を逸脱していたりしていると判断さ 

   れた場合には、退場させることもある。 
   ②皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において、必ず

確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手においては、迅速に医療機関
において、適切な治療を行うこと。もし、選手の皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会
への出場ができない場合もある。 

    ③脳震とうの対応については、平成２４年４月１日施行に沿って取り扱うものとする。 
   ア 大会前１ヶ月以内に脳震とうを受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を

得ること。 
    イ 大会中、脳震とうを受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。（至

急、脳神経外科の専門医の検査を受けること） 
    ④参加料（一人７００円）を大会申込書に添えて，各学校は各地区理事長に持参する。また，

地域クラブ活動は代表者等が県中体連事務局に持参する。 
  ⑤感染症対策については，本連盟の「感染症等に関わる対応について」を遵守すること。 


